
・美濃国厚見郡岐阜絵図並寺社（岐阜市歴史博物館蔵）

・大垣城郭図（元禄5年～8年頃）（大垣市立図書館蔵）

・芭蕉筆「山かげや」発句・脇懐紙（部分 岐阜県美術館蔵）

・元禄2年9月22日付杉風（推定）宛芭蕉書簡（部分 個人蔵）
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ところ 大垣市奥の細道むすびの地記念館

１階　企画展示室

令和4年 110 ～ 1311土 日

開館時間 9：00～17：00

〒503-0923 岐阜県大垣市船町2丁目26番地1　TEL 0584-84-8430

主催／大垣市・大垣市教育委員会
問い合わせ先／文化振興課 〒503-8 6 01 岐阜県大垣市丸の内2丁目29番地
TEL 0584-47-8067（直通） FAX 0584-81-0715   https://www.city.ogaki.lg.jp/

奥の細道むすびの地記念館ホームページアドレス http://www.basho-ogaki.jp/
■新型コロナウィルスの感染防止のため、中止や変更となる場合があります。
　奥の細道むすびの地記念館ホームページで、最新の開館状況をご確認の上、お出かけください。

大垣市奥の細道むすびの地記念館

  ―  法務省  人権啓発キャッチコピー  ―

「誰か」のこと じゃない。

11/6（日）14：00～15：30

令和4年

■ 講 師： 瀬川 照子 氏

　　　　　  （元柿衞文庫学芸員） 

定員70名
受講料無料

象潟の風雅
芭蕉と美濃の商人低耳

企画展関連講座
〈記念館 多目的室1〉

要 事 前 申 込 み
9月1日（木）～

きさ かた

てい じ

ギャラリートーク
（学芸員による企画展示解説）

いずれも14：00～　30分程度

〈企画展示室〉

10/2（日）・9（日）・30（日）

11/13（日）

参加費無料
（ただし、入館料は必要）

事前申込み不要

記念館HP



企画展関連講座

日 程

テ ー マ

講 師

場 所

定員・受講料

申込み方法

問い合わせ先

申込用紙に必要事項を記入して、文化振興課へ郵送・持参・FAXまたは
奥の細道むすびの地記念館ホームページ（http://www.basho-ogaki.jp/）より
〒503-8601 岐阜県大垣市丸の内2-29 大垣市教育委員会 文化振興課
TEL 0584-47-8067(直通)　FAX 0584-81-0715

大垣市奥の細道むすびの地記念館 2階 多目的室1（岐阜県大垣市船町2-26-1）

70名　　　無 料 　　　

瀬川  照子 氏 （元柿衞文庫学芸員）

象潟の風雅 芭蕉と美濃の商人低耳

11月6日（日）　14：00～15：30

展示品

・貞享2年3月26日付木因宛芭蕉書簡（柿衞文庫蔵）

・芭蕉筆「山かげや」発句・脇懐紙（岐阜県美術館蔵）

・落梧発句等書留（個人蔵 岐阜市歴史博物館寄託）

・元禄2年9月22日付杉風（推定）宛芭蕉書簡（個人蔵）

・元禄6年4月29日付荊口宛芭蕉書簡（個人蔵）

・元禄7年9月22日付意専（猿雖）宛惟然書簡（個人蔵）

・「藤渠漫筆」（個人蔵 岐阜県歴史資料館寄託）

・「蕉門人物便覧」草稿（刈谷市歴史博物館蔵）    ほか
元禄7年9月22日付意専（猿雖）宛惟然書簡（個人蔵）

※詳細は奥の細道むすびの地記念館ホームページ等でお知らせします。

住 所

電話・FAX番号

名 前

電話

・申込書の個人情報は、適切に管理し、本事業以外の目的には一切使用しません。　・申込受付の確認については連絡しません。当日、会場にお越しください。
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止や変更となる場合があります。 ・会場整理のため、欠席の場合、できるだけ前日までにご連絡ください。【注意事項】

FAX

奥の細道むすびの地記念館 企画展関連講座

FAX
0584-81-0715

参 加 申 込 用 紙
ふ り が な

象潟の風雅 芭蕉と美濃の商人低耳象潟の風雅 芭蕉と美濃の商人低耳

記念館HP

芭
蕉
は
生
涯
に
わ
た
り
四
度
、
美
濃
国
を
訪
れ

発
句
を
三
十
五
句
ほ
ど
詠
み
ま
し
た
。

芭
蕉
生
誕
地
の
あ
る
伊
賀
国
や
、「
蕉
風
発
祥
の
地
」
名
古
屋
の
あ
る

尾
張
国
と
比
べ
る
と
、
決
し
て
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
江
戸
以
外
で
早
く
か
ら
芭
蕉
の
俳
風
に
親
し
む
俳
人
が

多
く
現
れ
た
の
は
、
美
濃
、
と
り
わ
け
大
垣
と
岐
阜
で
す
。

大
垣
は
、
大
垣
藩
の
城
下
町
・
美
濃
路
の
宿
場
町
・
揖
斐
川
水
系
の

湊
町
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

芭
蕉
は
木
因
の
招
き
に
応
じ
、『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
旅
で

初
め
て
大
垣
を
訪
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
旅
の
緊
張
感
か
ら
解
放
さ
れ
た
気
持
ち
を
句
で
表
し
て
い
ま
す
。

『
奥
の
細
道
』
の
旅
で
は
、
大
垣
で
如
行
や
荊
口
ら
に
出
迎
え
ら
れ

長
旅
の
疲
れ
を
癒
し
、
旅
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

岐
阜
は
、
長
良
川
の
物
資
輸
送
の
中
継
基
地
と
し
て
商
人
の
交
易
で
栄
え
ま
し
た
。

『
笈
の
小
文
』
の
旅
を
終
え
た
芭
蕉
は
、
落
梧
の
招
き
を
受
け
て

一
か
月
ほ
ど
滞
在
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
落
梧
や
己
百
と
い
っ
た
岐
阜
の
俳
人
た
ち
と

鵜
飼
見
物
を
始
め
岐
阜
の
風
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第
三
十
四
回
企
画
展
で
は
、
芭
蕉
の
真
筆
や
ゆ
か
り
の
作
品
を
通
し
て

芭
蕉
と
美
濃
の
蕉
門
俳
人
と
の
交
遊
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
美
濃
を
彩
る
俳
人
と
芭
蕉
と
の
交
流
に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ぼ
く
い
ん

じ
ょ
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く
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き
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く

け
い
こ
う

きさ かた てい じ


